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の使用に関するガイドライン

─ 改訂版 ─
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　京都市を表象するものとして，明治２４年１０月に京都市き章（現

在の略章）が制定されました。その後，京都市が国際文化観光都

市として発展し，世界の各都市との文化交流が活発になったことに

伴い，昭和３５年１月に，簡素であった市き章を廃して略章としたうえ

で，現在の京都市紋章が制定されました。

　京都市紋章は，従来の市き章を御所車で囲み唐草を配し図案

化したもので，地域としての京都市，京都市民あるいはその総体を

表象するものであり，使用に際しては，尊厳と品位を損なわないよう

十分な配慮が求められます。

　そうした京都市紋章と一体的に表記する「京都市」の文字につい

ても，本来，京都市紋章に準ずる配慮が必要であり，統一的に表現

すべきという考えの下，「京都市」のロゴタイプを平成２７年３月に作

成しました。このロゴタイプは，伝統的な明朝体と，機能的で現代的

なゴシック体の要素を併せ持っており，伝統と革新を併せ持つ京都ら

しさをそのデザインに込めた書体で，京都市紋章との親和性が高く

なるよう，文字の先端部を鋭角にするなどの工夫がされています。

　今回，令和元年7月，今の印象はそのままに，他の自治体などと並

んだときに，見劣りしない視認性を確保した，新たなロゴタイプを作成

しました。

　京都市紋章及びロゴタイプは，本市における広報物，会議・プレゼ

ン資料，封筒等のステーショナリー等，様々な場面で使用することを

想定しており，市民はもとより全国・世界に情報発信する際に使用す

ることによって，京都市の統一的なイメージ形成がより促進されるこ

とが期待されます。

　このガイドラインには，京都市紋章及びロゴタイプを一体的

に使用する際の基本的なルール等を定めていますので，効果

的に活用してください。

はじめに

本ガイドラインに関する問合せ先
行財政局総務部総務課
電話：２２２－３０４５



03基本的事項

使用制限（同第４条）

使用に当たって（京都市使用承認要領第２条第１項）

使用承認（同第３条及び第５条）

紋章等データのダウンロード

著作権等

　紋章は地域としての本市，その市民あるいはその総体を表象するものであり，使用
に当たっては，尊厳と品位を損なわないよう，取扱いに配慮しなければなりません。

　本市機関においては特別の承認なく使用することができます。
　ただし，本市以外の者（民間団体等）が使用する場合は，次のいずれかに該当する場合
を除き，京都市紋章等使用承認要領に基づく申請と本市の使用承認が必要です。
　⑴　本市が共催で行う事業において使用する場合
　⑵　京都市後援名義等使用許可基準に基づく，後援または協賛の許可を本市から受けて

いる場合
　⑶　本市と協定を締結した事業者が，当該協定に基づく本市事業において使用する場合
　⑷　前各号に掲げるもののほか，使用目的等を勘案して，申請が不要であると市長が認

める場合

　イントラネットの行財政局総務課のホームページからダウンロードできます。

　本ガイドラインに記載されている京都市紋章及びロゴタイプに係る一切の権利は，
京都市が保有します。

　紋章の使途が，次のいずれかに該当すると認められるときは，使用を承認しないも
のとします。
　⑴　申請者それ自体を表象するもの
　⑵　主要な目的が営利目的であるもの（その使用が収益に直接寄与しないと認めら

れる場合を除く。）
　⑶　公序良俗に反するもの
　⑷　宗教的目的を有するもの
　⑸　その他，使用を承認することが適当でないもの



04基本デザイン



05バリエーション／フルカラー

１Ａ，ヨコ配列 基本形 １Ｄ，タテ配列　基本形 １Ｇ，タテ書き

１Ｅ，タテ配列　漢字のみ

１Ｆ，タテ配列　英字のみ

１Ｂ，ヨコ配列　漢字のみ

１Ｃ，ヨコ配列　英字のみ

基本形は日本語と英語を併記しているものです。使用用途や条件などによって，他の
バリエーションを任意に選択して使用してください

１，フルカラー
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２Ａ，ヨコ配列 基本形 ２Ｄ，タテ配列　基本形 ２Ｇ，タテ書き

２Ｅ，タテ配列　漢字のみ

２Ｆ，タテ配列　英字のみ

２Ｂ，ヨコ配列　漢字のみ

２Ｃ，ヨコ配列　英字のみ

バリエーション／単色
基本形は日本語と英語を併記しているものです。使用用途や条件などによって，他の
バリエーションを任意に選択して使用してください。

２，単色（白黒）
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３Ａ，ヨコ配列 基本形

４Ａ，ヨコ配列 基本形

３Ｄ，タテ配列　基本形

４Ｄ，タテ配列　基本形

３Ｇ，タテ書き

４Ｇ，タテ書き

３Ｅ，タテ配列　漢字のみ

４Ｅ，タテ配列　漢字のみ

３Ｆ，タテ配列　英字のみ

４Ｆ，タテ配列　英字のみ

３Ｂ，ヨコ配列　漢字のみ

４Ｂ，ヨコ配列　漢字のみ

３Ｃ，ヨコ配列　英字のみ

４Ｃ，ヨコ配列　英字のみ

バリエーション／背景が暗い色の場合（フルカラー・白黒）
背景色が暗い場合で視認性が確保されない場合，ロゴタイプ（文字部分）を白色（紙の地色等）で
表現できます。単色表現では紋章も白色（紙の地色等）で表現してください。

３，フルカラー（暗色背景用）

４，単色（暗色背景用白）



08使用上の注意

• アイソレーションゾーン（余白）を確保してください。
アイソレーションとは，視認性やデザインの品質を保つために，ロゴタイプ周辺に設
定する余白（不可侵領域）のことです。この範囲内に，ロゴタイプ以外の他の要素を表
示することは避けてださい。



09使用上の注意

1200 年を超える悠久の歴史の中で磨き上げられた文化と景観が息づく山紫水明の都
市・京都は，先人達が永年にわたり，守り，育ててきた日本文化の精華です。京都は，
日本を特徴づける「和」の美意識の発祥の地であり，今も新しい日本独自の文化を産み
出し続ける創造の地でもあります。この意味において京都は，京都市民のみならず日本

人共通の財産なのです。また京都は，
世界各地から伝わった多様な文化
が，その姿を今に残しながら重層的
に生き続ける世界でも稀有の都市で
あり，世界の宝といえます。
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• アイソレーションゾーン (余白 )を確保せずに，近接して図形
や文字を置かないでください。

• 色を変えないでください。



10使用上の注意

• 形を変えないでください。

• 書体を変えないでください。



11使用上の注意

• 視認性を損なう写真やパターンなどは，できるだけ背景にしないでください。

• 視認性の低い表示はできるだけ避けてください。



12使用上の注意

• 背景色が濃い場合など視認性を損なう場合は白抜きにしてください。
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〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488
tel. 075-222-0000　　fax. 075-222-0000
e-mail: miyako@city.kyoto.lg.jp

〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488
tel 075-222-0000  fax 075-222-0000  e-mail: miyako@city.kyoto.lg.jp

京都市行財政局 
総務部総務課
調査係長

華 都  京 太
HANATO, kyota

京都市産業観光局
局長

華 都  京 太
HANATO, Kyota

Industry, and Tourism Bureau, City of Kyoto

Director General

活用例

［封筒］

［名刺］

角形２号

紋章＋ロゴタイプ 紋章＋ロゴタイプ＋関連事業画像

長形３号


